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環境経営方針 
 

基本理念 
 

  株式会社ダイコウ技建は、地球環境を守ることの重要性を認識し、全社員が一丸となり、土木工

事の施工の中で環境負荷低減のため積極的に取り組みます。 

  

 行動指針 
 

  株式会社ダイコウ技建は、土木工事において環境に与える影響を少なくするため、以下の事項を

重点的に取り組みます。 

1. 資源を大切にし、省エネルギーに努めます。 

2. 産業廃棄物の発生を抑制し、分別・リサイクルを徹底します。 

3. 周辺環境に配慮した施工を行い、環境汚染を未然に防ぐよう努めます。 

4. 環境関連法規を遵守します。 

5. エコドライブを実践し、排気ガス抑制と使用燃料の低減による CO2 削減に努めます。 

6. 建設現場において、環境にやさしい建設機械を使用します。 

7. ICT 施工活用現場の件数増加を目指し、生産性の向上に努めます。 

8. 環境方針を社員全員に周知徹底し、環境保全に関する知識の向上を図ります。 

9. 行政や地域における環境活動に積極的に参加し、地域との調和を図ります。 

10. この環境方針を、社外の人にも公開します。 

11. 環境経営の継続的改善を誓約します。 

 

 

 

 

 

 

 

制定 平成 22 年 4 月 19 日 

改訂 令和 3 年 4 月 5 日 

 

株式会社 ダイコウ技建 

代表取締役光山 永寿 
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１.事業内容 
◼ 社 名 株式会社ダイコウ技建 

◼ 所 在 地 本 社 〒803-0815 福岡県北九州市小倉北区原町２丁目 15 番 24 号 

  TEL:093-591-8150 FAX:093-592-1978 

◼ 資 本 金 40,000,000- 

◼ 創 業 昭和 58 年 1 月 10 日 

◼ 設 立 昭和 61 年 7 月 1 日 

◼ 代 表 者 代表取締役  光山 永寿 

◼ 従 業 員 14 名 

 １級土木施工管理技士 7 名 
                        １級土木施工管理技士補 1 名 
 ２級土木施工管理技士 1 名 
 ２級建築施工管理技士 1 名 

◼ 環境管理責任者 専務取締役  光山 寿満 

 エコアクション 21 担当者  岡本 和久 

◼ 許 可 番 号 ＊特定建設業許可  福岡県知事許可(特－5)第 67491 号 

 （有効期間：令和 5 年 8 月 1 から令和 10 年 7 月 31 日） 

 ＊産業廃棄物収集運搬業許可  福岡県知事 第 04000063386 号 
 （有効期間：平成 30 年 11 月 11 日から平成 35 年 11 月 10 日） 

 ＊ISO9001 認証 
 （認証登録日：2011 年 1 月 11 日  有効期限：2026 年 1 月 10 日） 

＊ISO45001 認証 
 （認証登録日：2023 年 2 月 6 日  有効期限：2026 年 2 月 5 日） 

 ＊エコアクション 21 認証 
 （認証登録日：2011 年 2 月 9 日  有効期限：2025 年 2 月 8 日） 

◼ エコアクション 21 全組織・全事業を対象とする 

認証登録範囲 
 

◼ 事    業  年   度          4 月～3 月 

◼ 事 業 内 容 土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業 

 石工事業、鋼構造物工事業、しゅんせつ工事業 

 水道施設工事業 

 大中・小口径管更生工事業、大中・小口径推進工事業 

 

 

◼ 取引金融機関 福岡銀行 三萩野支店 

 西日本シティ銀行 三萩野支店 

         福岡ひびき信用金庫 到津支店 

tel:093-591-8150
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２.エコアクション 21 実施体制 

 

  

所 属 役割・責任・権限 

代表取締役 全体統括、環境方針の設定、環境への取組を実施するための資源の準備、全体

の評価と見直し。 

環境管理責任者 全体の把握、環境管理責任者、環境経営システムを構築・運用し、その状況を

社長に報告する。 

ＥＡ２１委員会 ３ヶ月に１回ＥＡ２１会議を開催し、環境目標の達成状況及び活動計画の実行

状況を審議する。 

ＥＡ２１事務局 ＥＡ２１文書・記録類の作成及び維持・管理。 

電力・水消費量・燃料等の管理。 

建設事業部部長 廃棄物の排出量管理、リサイクル率管理。 

代表取締役

建設事業部

総務部門

環境管理責任者

EA21委員会

EA21事務局
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■事務所 

目 標 
単位 基準年度 

令和 1～3 年度

平均値 

本年度目標 
令和 4 年度 

令和 5 年度 令和 6 年度 

１ 二酸化炭素排出量 kg-CO2 7672.09 
7595.37 7518.65 7441.93 

▲1％ ▲2％ ▲3％ 

 ①電気使用量 kWh 6895.33 
6826.38 6757.42 6688.47 

▲1％ ▲2％ ▲3％ 

②ガソリン使用量 L 2189.21 
2167.32 2145.43 2123.53 

▲1％ ▲2％ ▲3％ 

③灯油使用量 L 0.00 0.00 0.00 0.00 

④都市ガス使用量 Nm3 35.33 
34.98 34.62 34.27 

▲1％ ▲2％ ▲3％ 

２ 廃棄物排出量 t 0.89 
0.88 0.88 0.87 

▲1％ ▲2％ ▲3％ 

３ 総排出量（給水量） m3 69.33 
68.64 67.94 67.25 

▲1％ ▲2％ ▲3％ 

 

 

  

 

３.環境経営目標と実績・結果の評価及び取組結果 

実 績 
単位 基準年度 

令和 1～3 年度

平均値 

本年度目標 
令和 4 年度 

実績 
令和 4 年度 

判定 

１ 二酸化炭素排出量 kg-CO2 7672.09 7595.37 7652.89 × 

 ①電気使用量 kWh 6895.33 6826.38 6165.00 ○ 

②ガソリン使用量 L 2189.21 2167.32 2298.94 × 

③灯油使用量 L 0.00 0.00 0.00 ○ 

④都市ガス使用量 Nm3 35.33 34.98 32.00 ○ 

２ 廃棄物排出量 t 0.89 0.88 0.54 ○ 

３ 総排出量（給水量） m3 69.33 68.64 59.00 ○ 

※購入電力の排出係数は九州電力 2020 年度の二酸化炭素排出係数 0.365kg-CO2/kWh を使用 
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評 価 

取組項目 評   価 

二酸化炭素の削減 

目標値を達成することができなかった。 

ガソリン使用量の影響が大きく二酸化炭素の増加に反映されたと考えられる。 

次年度は目標値達成となるべく、活動を徹底する。 

電気使用量の削減 
今夏は昨年より平均気温が高く電気使用量の増加が懸念されたが目標値を達成で

きていた。 

ガソリン使用量の削減 
目標値を達成することができなかった。 

使用量削減に向けて環境活動の強化を図る。 

灯油使用量の削減 本年度も灯油使用量ゼロの実績を上げることができた。 

都市ガス使用量の削減 昨年よりも暖冬だった事もあり使用量を抑える事ができた。 

廃棄物排出量 
棄物排出量については環境活動の周知徹底により結果は良好である。今後も維持

継続し環境活動の推進を図る。 

総排水量 目標値達成となった。今後も日々の小まめな節水活動を行う。 
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■建設現場 

目 標 
単位 基準年度 

令和 3 年度 
本年度目標 
令和 4 年度 

令和 5 年度 令和 6 年度 

１ 二酸化炭素排出量 kg-CO2/百万円 530.00 
524.70 519.40 514.10 

▲1％ ▲2％ ▲3％ 

 ① 電気使用量 kWh/百万円 70.00 
69.30 68.60 67.90 

▲1％ ▲2％ ▲3％ 

② 重油使用量 L/百万円 0.00 0.00 0.00 0.00 

③ 灯油使用量 L/百万円 0.00 0.00 0.00 0.00 

④ ガソリン使用量 L/百万円 35.00 
34.65 34.30 33.95 

▲1％ ▲2％ ▲3％ 

⑤ 軽油使用量 L/百万円 160.00 
158.40 156.80 155.20 

▲1％ ▲2％ ▲3％ 

２ 産業廃棄物排出量 t/日 6.00 
5.94 5.88 5.82 

▲1％ ▲2％ ▲3％ 

３ 総排出量（給水量） L/日 0.50 
0.50 0.49 0.49 

▲1％ ▲2％ ▲3％ 

 

 

  
実 績 単位 基準年度 

令和 3 年度 
本年度目標 
令和 4 年度 

実績 
令和 4 年度 

判定 

１ 二酸化炭素排出量 kg-CO2/百万円 530.00 524.70 503.97 〇 

 

① 電気使用量 kWh/百万円 70.00 69.30 177.92 × 

② 重油使用量 L/百万円 0.00 0.00 0.00 ○ 

③ 灯油使用量 L/百万円 0.00 0.00 0.00 ○ 

④ ガソリン使用量 L/百万円 35.00 34.65 46.32 × 

⑤ 軽油使用量 L/百万円 160.00 158.40 128.51 ○ 

２ 産業廃棄物排出量 t/日 6.00 5.94 5.34 〇 

３ 総排出量（給水量） L/日 0.50 0.50 0.38 ○ 

４ 環境配慮型建設機械や掲示板等の使用 件 ― 8.00 8.00 ○ 

５ 産業廃棄物の適正処理 ％ ― 100.00 100.00 ○ 

※購入電力の排出係数は九州電力 2020 年度の二酸化炭素排出係数 0.365kg-CO2/kWh を使用 
※二酸化炭素排出総量・・・52251.67kg-CO2 
※単位/百万円・・・自社施工費（103,679,891 円） 
※単位/日・・・現場稼働年間延日数（434 日） 
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評 価 
取組項目 評   価 

二酸化炭素の削減 

本年度は電気使用量、ガソリン使用量が目標値を上回ったが、その他の項目

に於いて目標値を達成する事ができた為、二酸化炭素排出量も目標値を達成

する事ができた。 

電気使用量の削減 
水中ポンプの常時稼働により電気使用量が増え目標値達成とならなかった。 

環境活動を徹底し目標達成を目指す。 

重油使用量の削減 
重油の使用は平成 23年度より中止。建設機械の性能が変わった為、重油を使

用せず軽油を代替エネルギーとして使用している。 

灯油使用量の削減 引き続き灯油使用の暖房機器を使用せず、本年度も使用ゼロになった。 

ガソリン使用量の削減 

大型工事の同時稼働により目標値を達成する事ができなかった。工事規模が

使用量に大きく影響する為、削減し続けることは難しいが、削減できるよう

日々目標値を念頭に環境活動の徹底を図る。 

軽油使用量の削減 

大型工事の同時稼働で軽油使用量の増加が懸念されていたが目標値を達成で

きていた。今後も活動を徹底し協力業者にも理解を得る事で現場全体での意

識向上を目指す。 

廃棄物排出量 目標値を達成することができた。活動を継続し現状維持に努める。 

総排水量 
今期は特殊施工や特殊工法に左右されることなく目標を達成する事ができ

た。今後も環境活動を徹底し目標達成を目指す。 

環境配慮型建設機械や 

掲示板等の使用 

各現場の周辺環境・施工状況・進捗状況に応じて取組を推進している。 

現場状況に応じた取組を推進し今後も積極的に導入を進めていきたいと考え

ている。 

産業廃棄物の適正処理 
各現場に於いて分別後再生資源化処理施設へ搬入し、適正処理を厳守する事

でリサイクル率 100％を目指す。 

〔kg-CO2/百万円〕 

 

〔kWh/百万円〕 

 

〔L/百万円〕 

 

総排水量（給水量） 〔L/百万円〕 

 〔t/日〕 

 

〔L/日〕 
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■ 事務所 

環境経営目標 環境経営計画 考察及び今後の取組内容 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

１ 電気使用量の削減 1 冷房２８℃、暖房２０℃設定 
ガソリン使用量に於いて目標値を達

成する事ができなかった為、二酸化

炭素排出量も目標値を達成する事が

できなかった。今期から新型コロナ

ウイルス蔓延による行動制限が徐々

に緩和されつつあり、今後の状況に

より更に使用量の増加が考えられる

為、上手く調整しながら削減に繋げ

られるよう環境活動に取り組んでい

く。 

 2 昼食・外出時のＰＣ電源オフ 
3 不要照明の消灯・間引き 
4 高効率照明への切り替え 
5 空調機の定期的清掃の実施 
6 節電ステッカーの掲示 
7 待機電力の削減 
8 クールビズ・ウォームビズの推進 

２ ガソリン使用量の削減 1 省エネドライブの実施 

 2 法定速度の厳守 
3 安全運転カードの携行 

３ 都市ガス使用量の削減 1 効率の良い給湯器の使用 
 2 冬期以外の給湯器の使用停止 

廃
棄
物
排
出
量 

の
削
減 

１ 紙使用量の削減 1 裏紙の使用 
社内共有フォルダの活用によるペー

パーレスの徹底及び両面コピーや裏

紙使用の推進に引き続き取り組む。 

 2 両面・集約等の機能を活用したコピーの徹底 
3 ＦＡＸのペーパーレス実施 

4 
社内ＬＡＮ・データベース等の利用による文
書の電子化 

 １ 水道使用量の削減 1 節水活動の実施 今後も社内全体で節水を意識し環境活動

を徹底する。  2 節水ステッカーの掲示 
 

■ 建設現場 

環境経営目標 環境経営計画 考察及び今後の取組内容 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

１ 電気使用量の削減 1 冷房２８℃、暖房２０℃設定 

電力・ガソリン・軽油使用量は現場

事務所数や現場への通勤距離等、ま

た工事規模及び施工内容・手持ち工

事数に大きく左右されやすく、必要

燃料の為大幅な削減を目標とするこ

とは難しい項目である。そのような

状況でも環境活動の徹底・現場全体

での取り組み・関係業者の協力の

下、活動を推進している。次年度に

向けても現場稼働状況に応じた環境

活動の徹底を図る。 

 2 昼食・外出時のＰＣ電源オフ 
3 不要照明の消灯・間引き 
4 高効率照明への切り替え 
5 待機電力の削減 

２ 軽油使用量の削減 1 省エネドライブの実施 

 2 車両点検を定期的に行う 
3 過積載の厳禁 
4 法定速度の遵守 

5 
運搬計画を見直しエネルギー消費の少ない運
搬の実施 

6 定期自主点検及び施工開始前の点検実施 
7 アイドリングストップの励行 
8 複数現場への共積み・乗合いの励行 
9 安全運転カードの携行 

３ ガソリン使用量の削減 1 省エネドライブの実施 

 2 車両点検を定期的に行う 
3 過積載の厳禁 
4 法定速度の遵守 
5 ハイブリット車導入の検討 
6 アイドリングストップの励行 
7 複数現場への共積み・乗合いの励行 
8 安全運転カードの携行 

４ 灯油使用量の削減 1 室内温度の管理 

廃
棄
物
排
出
量 

の
削
減 

１ リサイクルの推進 1 廃棄物の分別の徹底 廃棄物の分別・再利用は徹底されて

いる。今後も各現場で活動を継続す

る。 ２ 廃棄物発生の抑制 1 現場での再利用 

総
排
水
量
の 

削
減 

１ 水道使用量の削減 
1 節水活動の実施 

手持工事の施工内容や施工方法により臨
時推薦が必要となる場合は使用量増加が
見込まれる。本年度は臨時水栓の使用も
なく節水活動の徹底が反映された実績と
なった。今後も節水活動の徹底を行う。 

 
 

2 節水ステッカーの掲示 

 
１ 施工現場に於ける環境活動 1 環境配慮型建設機械や掲示板等の使用 

各現場の施工状況や周辺環境に適した物
品の調達を行い積極的に導入する。 

 
１ 産業廃棄物の適正処理 1 

分別後再生資源化処理施設へ搬入し適正に処
理を行う事でリサイクル率 100％を目指す 

次年度も各現場残業廃棄物の適正処理を
厳守しリサイクル 100％を目指す。 

環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組内容 
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環境経営目標 環境経営計画 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

１ 電気使用量の削減 1 冷房２８℃、暖房２０℃設定 

 2 昼食・外出時のＰＣ電源オフ 
3 不要照明の消灯・間引き 
4 高効率照明への切り替え 
5 空調機の定期的清掃の実施 
6 節電ステッカーの掲示 
7 待機電力の削減 
8 クールビズ・ウォームビズの推進 

２ ガソリン使用量の削減 1 省エネドライブの実施 

 2 法定速度の厳守 
3 安全運転カードの携行 

３ 都市ガス使用量の削減 1 効率の良い給湯器の使用 
 2 冬期以外の給湯器の使用停止 

廃
棄
物
排
出
量 

の
削
減 

１ 紙使用量の削減 1 裏紙の使用 

 2 両面・集約等の機能を活用したコピーの徹底 
3 ＦＡＸのペーパーレス実施 
4 社内ＬＡＮ・データベース等の利用による文書の電子化 

 １ 水道使用量の削減 1 節水活動の実施 

 2 節水ステッカーの掲示 

環境経営目標 環境経営計画 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

１ 電気使用量の削減 1 冷房２８℃、暖房２０℃設定 

 2 昼食・外出時のＰＣ電源オフ 
3 不要照明の消灯・間引き 
4 高効率照明への切り替え 
5 待機電力の削減 

２ 軽油使用量の削減 1 省エネドライブの実施 

 2 車両点検を定期的に行う 
3 過積載の厳禁 
4 法定速度の遵守 
5 運搬計画を見直しエネルギー消費の少ない運搬の実施 
6 定期自主点検及び施工開始前の点検実施 
7 アイドリングストップの励行 
8 複数現場への共積み・乗合いの励行 
9 安全運転カードの携行 

３ ガソリン使用量の削減 1 省エネドライブの実施 

 2 車両点検を定期的に行う 
3 過積載の厳禁 
4 法定速度の遵守 
5 ハイブリット車導入の検討 
6 アイドリングストップの励行 
7 複数現場への共積み・乗合いの励行 
8 安全運転カードの携行 

４ 灯油使用量の削減 1 室内温度の管理 

廃
棄
物
排
出
量 

の
削
減 

１ リサイクルの推進 1 廃棄物の分別の徹底 

２ 廃棄物発生の抑制 1 現場での再利用 

総
排
水
量
の 

削
減 

１ 水道使用量の削減 
1 節水活動の実施 

 
 

2 節水ステッカーの掲示 

 
１ 施工現場に於ける環境活動 1 環境配慮型建設機械や掲示板等の使用 

 
１ 産業廃棄物の適正処理 1 

分別後再生資源化処理施設へ搬入し適正に処理を行う事でリサイク
ル率 100％を目指す 

次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

■ 事務所 

■ 建設現場 
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■ 事務所 

環境負荷項目 単位 平成 30年 令和 1 年 令和 2年 令和 3年 令和 4年 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 8826.26 8874.98 7613.10 6528.19 7652.89 

電気使用量 kWh 7641.00 7688.00 6869.00 6129.00 6165.00 

ガソリン使用量 L 2563.18 2580.51 2170.10 1817.03 2298.94 

灯油使用量 L 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

都市ガス使用量 Nm3 42.00 38.00 33.00 35.00 32.00 

廃棄物排出量 t 0.90 1.04 0.84 0.80 0.54 

総排水量（給水量） m3 72.00 78.00 66.00 64.00 59.00 
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４.年間実績の推移 

昨年と比較して 

二酸化炭素,電気,ガソリンの 

使用量が増加している 
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■ 建設現場 
環境負荷項目 単位 平成 30年 令和 1 年 令和 2年 令和 3年 令和 4年 

二酸化炭素排出量 kg-CO2/百万円 569.33 618.82 1036.84 669.64 503.97 

電気使用量 kWh/百万円 108.13 69.78 95.41 123.66 177.92 

重油使用量 L/百万円 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

灯油使用量 L/百万円 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

ガソリン使用量 L/百万円 43.14 44.74 67.55 41.91 46.32 

軽油使用量 L/百万円 276.25 189.75 327.64 204.37 128.51 

産業廃棄物排出量 t/日 2.09 4.71 1.74 5.92 5.34 

総排水量（給水量） L/日 0.18 0.11 0.20 0.37 0.38 
環境配慮型建設機械や 

掲示板等の使用 件 5.00 5.00 5.00 6.00 8.00 

産業廃棄物の適正処理 ％ 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 
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昨年と比較して 

電気,水,ガソリンの使用量が 

増加している 
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環境関連法規への違反はありません。 

なお関係当局よりの違反の指摘、利害関係者からの訴訟等もありません。 

 

  環境関連法規等の順守状況 

環境法規制等の名称 順守状況 

廃棄物処理法 ○ 

指定副産物利用促進省令 ○ 

建設リサイクル法 ○ 

容器包装リサイクル法 ○ 

建設汚泥の再生利用に関するガイドライン等 ○ 

オフロード法 ○ 

排出ガス対策型建設機械普及促進規程 ○ 

学校環境衛生の基準 ○ 

騒音規制法 ○ 

振動規制法 ○ 

リサイクル法 ○ 

再生資源利用省令 ○ 

セメント及びセメント系の固化材を使用した六価クロム溶出試験実施要領 ○ 

フロン排出抑制法（改正フロン法） ○ 

５.環境関連法規への違反・訴訟の有無 
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全体の評価 
本年度でエコアクション 21を導入し、環境負荷の低減に取り組みはじめ 13年目となりました。 

目標未達成の項目も挙げられ、昨年度と比較すると増加傾向にある項目も出てきました。特に建設事業部に於

いては毎年の事ながら工事規模や手持工事数に反映される為、実績値の削減だけを念頭に活動する事は難し

い現状です。しかしながら、ここ数年の実績値を見ると全体的に減少傾向にあり、環境システムは有効に機能し

ていると感じられました。環境活動を維持・発展させることを目標に全社員が環境負荷削減に対する意識をし

っかりと持ち、継続的に取り組むよう努めていきます。 

 

 

 

 

全体の見直し  

本年度の環境活動は事務所・建設事業部に於いてどちらも目標値達成とならなかった項目がありました。昨

年度と比較すると事務所、建設現場ともに 3項目が、若干増加傾向にある為、増加した原因を明確にし、個々

の活動の徹底により、環境活動がより良いものになるように心掛ける事で、今後の成果に繋げていけるよう努め

ます。工事規模や手持工事数、特殊工事の有無によって実績に大きく影響する為、その都度追考・改善を行い

ながら次年度も活動を推進していきたいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

2023年 6月 8日 

株式会社 ダイコウ技建 

代表取締役 光山 永寿 

   

 

 

代表者による全体の取組状況の評価及び見直し記録・指示 
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資源として再利用できるよう事務所で出た

ゴミの分別を継続して行っています。 

 

   

ゴミの分別 

(9.4)   (12.3 12.5)  (13.3) 

エコ活動 
 

 
掲示物により常に節水・節電を意識できるよう 

取り組んでいます。 

     
   (7.2)      (13.3) 

 

  
 

エアコン使用時にハイブリッドファンや扇風機を併用する事で

空調効率を上げ、節電対策を行っています。 

   

←北九州市より無料配布された雑がみ分別ＢＯＸを 

令和４年１月より事務所に設置しました! 

   (7.2)      (13.3) 

    

         

事務所における環境活動 
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本年度で 9年目となる福岡県河川愛護企業としての活動に取り組みました。 

 

河 川 名：紫川 

活動実績：第 1回目…2022年 8月 19日 

     第 2回目…2023年 2月 18日 

活動区間：右岸及び左岸 中島橋～豊後橋 

延  長：0.52㎞ （右岸 0.26ｍ 左岸 0.26ｍ） 

 

 

  

 

   
 

   

企業協働河川愛護事業活動 
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現場においての騒音対策 
 

【超低騒音油圧ブレーカー】 
 

【ハンドブレーカー防音カバー・富士 ZET】 

【iNDr搭載超低騒音型バックホウ】 
 

   

   

   

現場において使用する建設機械は、現場周辺環境への影響を考慮し「超低騒音型」機械を

積極的に導入しています。 



 

18 

  

 

 

現場の環境対策 
 

【間伐材使用ログ枠】 

間伐材で制作した看板枠を使用する事によって、化石燃料の使用抑制、森林保

護、地球温暖化の防止などが期待できます。 
 

 

 

工事名：葛原跨線橋(徳力葛原線)橋梁補修補強工事（3―1） 
 

   
(10.2)     (12.2)      (13.3) 


